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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2009-503915(P2009-503915A)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月20日(2009.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホームＳＵＰＬ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ（Ｈ－ＳＬＰ）における第１の
ＳＵＰＬ　Ｅｎａｂｌｅｄ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ（ＳＥＴ）の位置情報を、通信環境内でセ
キュアユーザープレーンロケーション（ＳＵＰＬ）プロトコルを用いて第２のＳＥＴに提
供する方法であって、該方法は、
　該Ｈ－ＳＬＰによって、該第１のＳＥＴからＳＵＰＬ　ＳＴＡＲＴメッセージを受信す
ることであって、該ＳＵＰＬ　ＳＴＡＲＴメッセージは、セッション識別子と、ＳＥＴの
能力と、ｎｏｔｉｆｉｅｄ　ＳＥＴ－ｉｄとを含み、該ｎｏｔｉｆｉｅｄ　ＳＥＴ－ｉｄ
は、該第１のＳＥＴの位置情報が送信される該第２のＳＥＴの識別子である、ことと、
　該Ｈ－ＳＬＰによって、該第１のＳＥＴにＳＵＰＬ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送
信することであって、該ＳＵＰＬ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージは、該セッション識別子
と、位置決定方法とを含み、該位置決定方法は、該Ｈ－ＳＬＰと該第１のＳＥＴとの間の
位置決定手順のために使用される、ことと、
　該Ｈ－ＳＬＰによって、ＳＵＰＬ　ＰＯＳ　ＩＮＩＴメッセージを該第１のＳＥＴから
受信することであって、該ＳＵＰＬ　ＰＯＳ　ＩＮＩＴメッセージは、該セッション識別
子とＳＥＴの能力とを含む、ことと、
　該位置決定方法に基づいて、該Ｈ－ＳＬＰと該第１のＳＥＴとの間の直接接続を介して
、該第１のＳＥＴの該位置情報を計算することであって、該位置決定方法は、ＳＥＴ支援
の位置決定方法とＳＥＴベースの位置決定方法とのうちの１つである、ことと、
　該Ｈ－ＳＬＰによって、ＳＵＰＬ　ＥＮＤメッセージを該第１のＳＥＴに送信して、Ｓ
ＵＰＬセッションの終了を通知することであって、該ＳＵＰＬ　ＥＮＤメッセージは該セ
ッション識別子を含む、ことと、
　該第１のＳＥＴから受信された該ｎｏｔｉｆｉｅｄ　ＳＥＴ－ｉｄに基づいて、該Ｈ－
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ＳＬＰによって、該第１のＳＥＴの該位置情報を送信することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記第１のＳＥＴのローミング状態をチェックすることをさらに包含する、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＳＥＴの前記位置情報の計算が該第１のＳＥＴと協働して行われる、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＳＥＴの前記位置情報が通知ＳＬＰ（Ｎ－ＳＬＰ）を介して、前記第２のＳ
ＥＴに送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｈ－ＳＬＰは、Ｈｏｍｅ　ＳＵＰＬ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ（Ｈ－ＳＬ
Ｃ）およびＨｏｍｅ　ＳＵＰＬ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ（Ｈ－ＳＰＣ）を備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＳＥＴの前記位置情報の計算は、前記Ｈ－ＳＰＣと該第１のＳＥＴとの間の
直接接続を介して行われる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＵＰＬ　ＳＴＡＲＴメッセージは、前記Ｈ－ＳＬＣに送信される、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記位置情報は、前記Ｈ－ＳＬＣによって前記第２のＳＥＴに送信される、請求項６に
記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＳＥＴは、該第１のＳＥＴがホームネットワーク（ＨＮ）に位置する、ノン
ローミング状態である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記位置決定方法は、前記ＳＵＰＬ　ＳＴＡＲＴメッセージに含まれる前記ＳＥＴの能
力に基づいて選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　第１のＳＵＰＬ　Ｅｎａｂｌｅｄ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ（ＳＥＴ）の位置情報を、通信環
境におけるセキュアユーザープレーンロケーション（ＳＵＰＬ）プロトコルを用いて第２
のＳＥＴに提供する方法であって、該方法は、
　該第１のＳＥＴによって、ＳＵＰＬ　ＳＴＡＲＴメッセージをＨｏｍｅ　ＳＵＰＬ　Ｌ
ｏｃａｔｉｏｎ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ（Ｈ－ＳＬＰ）を送信することであって、該ＳＵＰＬ
　ＳＴＡＲＴメッセージは、セッション識別子と、ＳＥＴの能力と、ｎｏｔｉｆｉｅｄ　
ＳＥＴ－ｉｄとを含み、該ｎｏｔｉｆｉｅｄ　ＳＥＴ－ｉｄは、該第１のＳＥＴの位置情
報が送信される該第２のＳＥＴの識別子である、ことと、
　該第１のＳＥＴによって、該Ｈ－ＳＬＰからＳＵＰＬ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを
受信することであって、該ＳＵＰＬ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージは、該セッション識別
子と、該Ｈ－ＳＬＰと該第１のＳＥＴとの間の位置決定手順のために使用される位置決定
方法とを含む、ことと、
　該第１のＳＥＴによって、ＳＵＰＬ　ＰＯＳ　ＩＮＩＴメッセージを該Ｈ－ＳＬＰに送
信することであって、該ＳＵＰＬ　ＰＯＳ　ＩＮＩＴメッセージは、該セッション識別子
とＳＥＴの能力とを含む、ことと、
　該位置決定方法に基づいて、該Ｈ－ＳＬＰと該第１のＳＥＴとの間の直接接続を介して
、位置決定手順を行うことであって、該位置決定方法は、ＳＥＴ支援の位置決定方法とＳ
ＥＴベースの位置決定方法とのうちの１つである、ことと、
　該該第１のＳＥＴによって、ＳＵＰＬ　ＥＮＤメッセージを該Ｈ－ＳＬＰから受信する
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ことであって、該ＳＵＰＬ　ＥＮＤメッセージは該セッション識別子を含み、ＳＵＰＬセ
ッションの終了を該第１のＳＥＴに通知する、ことと
　を包含し、該第１のＳＥＴの該位置情報は、該第１のＳＥＴによって送信された該ｎｏ
ｔｉｆｉｅｄ　ＳＥＴ－ｉｄに基づいて、該第２のＳＥＴに提供される、方法。
【請求項１２】
　前記第１のＳＥＴの前記位置情報の計算が該第１のＳＥＴと協働して行われる、請求項
１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＳＥＴの前記位置情報が通知ＳＬＰ（Ｎ－ＳＬＰ）を介して、前記第２のＳ
ＥＴに送信される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記Ｈ－ＳＬＰは、Ｈｏｍｅ　ＳＵＰＬ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ（Ｈ－ＳＬ
Ｃ）およびＨｏｍｅ　ＳＵＰＬ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ（Ｈ－ＳＰＣ）を備え
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のＳＥＴの前記位置情報の計算は、前記Ｈ－ＳＰＣと該第１のＳＥＴとの間の
直接接続を介して行われる、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＳＵＰＬ　ＳＴＡＲＴメッセージは、前記Ｈ－ＳＬＣに送信される、請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記位置情報は、前記Ｈ－ＳＬＣによって前記第２のＳＥＴに送信される、請求項１５
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のＳＥＴは、該第１のＳＥＴがホームネットワーク（ＨＮ）に位置する、ノン
ローミング状態である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記位置決定方法は、前記ＳＵＰＬ　ＳＴＡＲＴメッセージに含まれる前記ＳＥＴの能
力に基づいて選択される、請求項１１に記載の方法。
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